
食中毒の発生について 

 

（令和８年 Ｎｏ.６） 

患 者 

発 症 日 時 ９月 28 日月曜日 午前 9 時 30 分ごろ 

症 状 しびれ、嘔吐、不整脈、呼吸不全 

有 症 者 数 1 名（市内在住、男性） 

原 因 食 品 患者が調理したトリカブト混入の調理品 

病 因 物 質 トリカブト 

原 因 施 設 自宅 

検 査 関 係 トリカブト毒性成分（アコニチン、ジェサコニチン）検出 

市民の皆様へ 
■トリカブトについて 
・茎は直立あるいは斜めになる。秋に枝分かれした茎の先に独特な兜状の花を咲かせる。種類が多く、

花色は一般に紫色で、稀に白色、淡黄色など。 
・全草に有毒アルカロイドのアコニチン系アルカロイドを含有し、早春から初夏にかけての山菜採集時

期に、トリカブトの芽生え時期の葉と酷似している食用野草のニリンソウやモミジガサなどと間違って

誤食される中毒事故が多い。 
・食後 10～20 分以内に発症することが多い。 
・口唇や舌のしびれに始まり、次第に手足のしびれ、嘔吐、腹痛、下痢、不整脈、血圧低下などをおこ

し、けいれん、呼吸不全（呼吸中枢麻痺）に至って死亡することもある。致死量はアコニチン 2～6mg 
■トリカブトの写真 

トリカブトの芽生え 
 
 
 
 
 
 
 

トリカブトの若芽（写真提供：数馬恒平） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



見間違え易い時期の姿 左１本：トリカブト 右４本：ニリンソウ (写真提供：御影雅幸) 
 
 
 
 
 
 
 

厚生労働省ホームページ「自然毒のリスクプロファイル」より引用 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000082112.html 

 
■有毒植物による食中毒に注意しましょう 
・誤った有毒な野草を採取し、食べたことにより、食中毒が発生することがあります。有毒植物による

食中毒では、死亡事例も発生しています。 
・食用と確実に判断できない植物は、絶対に「採らない」、「食べない」、「売らない」、「あげない」よう

にしましょう。 
 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000082112.html

